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ＪＡみどり 

徳重だいこんの育て方 
～畑・プランター編～ 

JAみどりマスコットキャラクター 

みのるん 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

愛知の伝統野菜 

① 種まき編 
☆種をまく前に準備する事☆ 

・畑（プランター）の深さは 30センチ以上にする。 

・種をまく前に土作りをする（なくても OK！） 

1. 2週間前に堆肥、苦土石灰を混ぜて深耕する 1㎡あたり堆肥 2㎏・苦土石灰 100gが目安 

2. 1週間前に化成肥料、堆肥を混ぜて深耕する 1㎡あたり化成肥料 100g・堆肥 2㎏が目安 

 

 
② 畝を作るため土で山を作る 高さ 10㎝の畝を作り成形する ③ 種を 15㎝間隔で 1カ所 3～5粒まく 

④ まいた後、土をかぶせる 

3日後・・・ 

☆ポイント☆ 

発芽するまでの 

2～3日は毎日水を 

上げること！！ 

あいちの伝統野菜 

徳重だいこんの育て方 

➀ 

播   種 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 間引き（1回目） 

☆間引きの時期（1回目）☆ 

種蒔き後に子葉が生えます。その後本葉が開き始め、

本葉が 2～3枚になったら 1回目の間引きのタイミング

になります。特徴として子葉は葉が丸みを帯びている

のに対して、本葉は葉がギザギザしています。 

 

 子葉 

 本葉 

・一番成長が遅く、虫に葉を食べ

られていたことから一番右の株を

抜きました。 

☆間引きのやり方☆ 

育ちの悪い物、小さい物や虫に食べられているもの

等、程度の悪い株を 1株抜いてください 

あいちの伝統野菜 

徳重だいこんの育て方 

発芽して本葉が 

２～３枚の頃 
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③ 追肥・土寄せ 

☆追肥の時期☆ 

間引き後すぐに行うことができます。 

また芽に元気が無い、大きさにばらつきがあるな

ど適宜追肥を行えるタイミングになります。 

☆ポイント☆ 

蒔いた場所（株と株）の間に追肥を行います。 

株元に追肥を行うと肥料やけを起こす恐れがあ

るため離して追肥を行う。 

 

☆土寄せとは☆ 

土寄せとは言葉の通り、追肥を行った後、畝に土をかぶせるこ

とです。 

間引きの際に、残った株が倒れてしまっても土寄せをすること

で、株をまっすぐに保つことができます。 

追肥の部分にも土寄せを行い追肥が見えないようになるまで土

寄せしてください。 

 

➀ ② 

あいちの伝統野菜 

徳重だいこんの育て方 

1回目の間引きの後

に追肥と土寄せ 
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④ 間引き（2回目） 
☆間引きの時期（2回目）☆ 

種蒔き後に子葉が生えます。その後本葉が開き始め、

本葉が 5～６枚になったら 2回目の間引きのタイミン

グになります。特徴として子葉は葉が丸みを帯びてい

るのに対して、本葉は葉がギザギザしています。 

 

☆ポイント☆ 

赤丸の子葉は本葉の

本数に入れない！ 

 

だいこんは、乾燥と過湿（水のやりすぎ）に注意しなければいけませ

ん。水の量の目安は土の状況で判断することができます。 

 

●水やり後、周りの土を少し掘り起こしてみて下さい。 

・赤枠内の土のように、乾燥してサラサラしていれば水不足です。 

・青枠内の土のように、重みがあり湿っている場合は十分水が足りて

います。ぜひ参考にしてみて下さい。 

水やりのコツ 

あいちの伝統野菜 

徳重だいこんの育て方 
本葉 5～6枚 

２回目の間引き 

間引きの後 
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あいちの伝統野菜 

徳重だいこんの育て方 ⑤ 追肥・土寄せ 

☆追肥ポイント☆ 

前回は株と株の間に追肥したと思うが 2 回目の追肥する場所は畝の

横にする。畝に沿うように横に溝をつくる。 

畝に沿って、株の横に溝を作るようにし追肥を溝に沿って播いてい

く。 

両サイド追肥する必要はなく、一畝に片サイド追肥を行えば十分な

効果が期待できる。 

 

☆土寄せポイント☆ 

間引き後残した株が不安定になることもあるため土寄せをしっかり

行う。葉が立つ程度に土寄せするのがベスト。土寄せしてもバラン

スが悪い時は水をやり、土に水をしみこませる、重い土を使い崩れ

ないように工夫する。 

 

追肥を行う際に作った溝を埋める。 

２回目の間引きの後 

に追肥と土寄せ 
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⑥  ２回目の追肥・土寄せから 14日（２週間）後 

⑥ ８７－８７土寄せ追肥から 14日（2週間）後・・・ 

風通し、日当たり等の環境が整っていれば、写真のように 1ヵ月で成長します。 

間引き・追肥の他、液体肥料を混ぜて、水やりを行うとより成長が早くなります。 

だいこんは基本的に水やりを頻繁に行う必要はなく、目安としては２、3 日に１

回程度で問題ありません。 

土が乾燥してしまうと、育ちが悪くなってしまうため、 

土が乾いたら水やりをする方法でも構いません。 

 

そのため乾燥とともに過湿（水のやりすぎ）にも注意をする必要があります。 

 

この時期の害虫被害の対策として、農薬使用、防虫ネット、捕殺等があります。 

お好みの方法で対策を行ってください。 

栽培メモ 

播種から 3日後に発芽 

２回目の間引き、追

肥などから 14日後

後 

 

 

2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

⑦  ２回目の追肥・土寄せから 30日（1ケ月）後 

害虫対策として防虫ネットを使用されている方

は 11月になれば撤去して頂いて構いません。 

そのままお使いいただく場合は葉の成長を邪魔

しないようにしてください。 

また葉が黄色くなったり、葉の色が薄くなって

きたと感じる場合は⑤に記載した追肥を行って

いただいてもかまいません。 

栽培メモ 

種植え後 45日（1ヵ月半）後の大きさ 

長さ 約 15㎝   

太さ 約 4㎝ 

２回目の間引き、追

肥などから 30日後 
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⑧  収穫 

●結果 

・期間  播種 ～ 収穫まで 90日（３ヶ月） ＊参考 9/10～12/10 

・収穫本数 大 ３本 中 5本 小 7本  計１５本 

・追肥回数 計３回 

・間引き回数 計２回 

・水やり頻度 ９月～１０月中旬 週１～２回  １０月下旬～収穫 ２週間に１回 

・その他作業 防虫ネット使用 ハイポネックス使用 米ぬか使用等 

 

みんなで地元の伝統野菜 

を作ってみてね！！ 

終わり 

播種から 

90日（３ケ月後 
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＊参考イメージ 


